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駐
中
国
日
本
国
大
使
任
命
に
つ
い
て
の
報
道
に
関
す
る
質
問
主
意
書

駐
中
国
日
本
国
大
使
人
事
に
つ
い
て
、
日
本
政
府
は
、
宮
本
雄
二
現
大
使
に
代
わ
り
、
伊
藤
忠
商
事
株
式
会
社
取
締
役
相
談

役
の
丹
羽
宇
一
郎
氏
を
起
用
し
、
同
氏
は
七
月
末
に
も
大
使
に
着
任
す
る
と
の
報
道
が
な
さ
れ
て
い
る
。
六
月
十
一
日
付
の
日

本
経
済
新
聞
（
電
子
版
）
で
は
、
中
国
政
府
も
す
で
に
ア
グ
レ
マ
ン
を
出
し
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
極
秘
事
項

が
日
本
側
か
ら
報
道
の
形
で
表
に
出
る
こ
と
自
体
き
わ
め
て
異
例
で
あ
る
。

わ
が
国
に
と
っ
て
、
中
国
は
今
や
米
国
を
超
え
る
最
大
の
貿
易
相
手
国
で
あ
り
、
日
中
間
の
経
済
関
係
は
質
、
量
と
も
に
発

展
の
一
途
に
あ
る
。
丹
羽
氏
の
こ
れ
ま
で
の
経
営
者
と
し
て
の
功
績
、
財
界
へ
の
貢
献
に
鑑
み
て
、
日
中
の
経
済
関
係
の
深
化

に
向
け
て
丹
羽
氏
が
大
使
と
し
て
今
後
、
一
定
の
役
割
を
果
た
す
で
あ
ろ
う
こ
と
は
否
定
し
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
米
倉
弘

昌
日
本
経
済
団
体
連
合
会
会
長
が
今
回
の
人
事
に
関
連
し
て
「
主
要
国
の
大
使
に
な
る
と
、
様
々
な
利
権
が
絡
ん
で
く
る
可
能

性
が
あ
る
」
と
指
摘
し
、
「
中
立
・
公
正
の
原
則
を
貫
い
て
も
ら
い
た
い
」
と
述
べ
た
よ
う
に
、
今
後
、
中
国
市
場
で
の
ビ
ジ

ネ
ス
に
公
平
性
が
保
た
れ
る
か
と
い
う
こ
と
に
は
大
い
に
疑
問
が
生
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

他
方
、
わ
が
国
と
中
国
と
の
政
治
外
交
関
係
は
必
ず
し
も
良
好
と
は
い
え
な
い
。
と
り
わ
け
、
日
中
間
で
は
尖
閣
諸
島
の
領

有
や
東
シ
ナ
海
の
天
然
ガ
ス
田
な
ど
、
国
益
の
根
幹
で
あ
る
領
土
や
資
源
に
関
わ
る
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
ま
た
、
直
近
で
は
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本
年
四
月
、
東
シ
ナ
海
に
お
い
て
わ
が
国
海
上
自
衛
隊
の
護
衛
艦
に
中
国
海
軍
の
艦
載
ヘ
リ
が
九
十
メ
ー
ト
ル
の
距
離
ま
で
異

常
接
近
し
た
件
を
は
じ
め
、
中
国
海
軍
は
、
近
年
わ
が
国
の
領
海
及
び
排
他
的
経
済
水
域
の
安
全
を
脅
か
す
示
威
行
動
を
た
び

た
び
取
っ
て
い
る
。

ま
た
、
中
国
国
内
で
は
、
チ
ベ
ッ
ト
、
ウ
イ
グ
ル
な
ど
少
数
民
族
へ
の
弾
圧
、
法
輪
功
へ
の
迫
害
な
ど
、
不
当
な
人
権
侵
害

が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
状
況
も
指
摘
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、
政
府
が
新
大
使
に
丹
羽
氏
を
任
命
す
る
件
に
つ
い
て
、
以
下
質
問
す
る
。

一

大
使
と
は
、
二
国
間
の
外
交
関
係
に
お
け
る
き
わ
め
て
重
要
な
役
職
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
中
国
は
隣
国
で
あ
る
の
み
な

ら
ず
、
世
界
最
大
の
人
口
を
持
ち
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
世
界
第
三
位
の
大
国
で
も
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
昭
和
四
十
七
年
の
日
中
国

交
回
復
以
来
現
在
に
至
る
ま
で
、
わ
が
国
は
中
国
大
使
の
任
に
、
中
国
及
び
ア
ジ
ア
の
政
治
経
済
事
情
に
熟
達
し
、
外
交
慣

例
や
国
際
法
に
対
す
る
深
い
見
識
を
持
ち
、
ま
た
、
長
年
に
亘
る
外
交
活
動
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
豊
富
な
人
脈
を
有
す
る
と

い
う
前
提
の
も
と
、
外
務
省
出
身
者
を
充
て
て
き
た
と
考
え
る
。
し
か
る
に
、
こ
れ
ま
で
の
外
務
省
出
身
者
と
い
う
前
例
を

退
け
、
民
間
出
身
の
丹
羽
氏
を
、
中
国
大
使
に
選
ぶ
理
由
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
い
。

二

冒
頭
述
べ
た
外
交
安
全
保
障
に
関
わ
る
問
題
や
中
国
国
内
に
お
け
る
人
権
侵
害
の
状
況
な
ど
、
わ
が
国
の
国
益
に
鑑
み
て
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重
要
な
こ
と
に
つ
い
て
も
、
中
国
に
は
っ
き
り
と
異
議
申
し
立
て
を
で
き
る
人
物
で
あ
る
こ
と
が
大
使
の
資
質
と
し
て
必
要

不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
丹
羽
氏
の
見
識
や
手
腕
は
こ
の
点
で
未
知
数
で
あ
る
。
政
府
は
丹
羽
氏
の
資
質
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

三

二
に
関
連
し
て
、
今
回
の
人
選
は
鳩
山
前
政
権
時
か
ら
検
討
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
民
主
党
が
掲
げ
る
「
政
治
主

導
」
の
一
環
で
あ
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
事
実
、
き
わ
め
て
異
例
の
人
事
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と

し
て
の
「
政
治
主
導
」
を
継
続
性
が
重
要
な
外
交
の
、
し
か
も
わ
が
国
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
要
な
中
国
の
大
使
人
事
に
持

ち
込
む
こ
と
は
国
益
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
考
え
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

四

丹
羽
氏
は
か
つ
て
、
伊
藤
忠
商
事
株
式
会
社
と
い
う
私
企
業
の
ト
ッ
プ
の
任
に
あ
っ
た
。
現
在
は
相
談
役
と
は
い
え
、
い

ま
だ
に
一
企
業
と
深
い
関
係
を
持
つ
丹
羽
氏
が
公
正
・
中
立
に
任
務
を
遂
行
で
き
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
疑
問
を
持
た

ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
点
に
関
す
る
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


